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１．長岡平野西縁断層帯の評価 

｢日本活断層図｣（1978）（1），｢信越地域活構造図｣（1979）（2），｢活構造図－

新潟｣（1984）（3），「［新編］日本の活断層」（1991）（4），「活断層詳細デジタル

マップ」（2002）（5），「第四紀逆断層アトラス」（2002）（6），「都市圏活断層図

「長岡」・「小千谷」・「十日町」」（2001）（7），（8），（9）等の文献によると，信濃川

左岸には北から角田山東縁断層（以下「角田・弥彦断層」という。），鳥越

断層群（以下「気比ノ宮断層」という。），逆谷断層，関原断層（以下「上

富岡断層」という。），親沢断層及び片貝断層が示されている（図１）。これ

らの断層は，地震調査委員会（2004）（10）により長岡平野西縁断層帯を構成

するとされている。また，産業技術総合研究所（2015）（11）においても，長

岡平野西縁断層帯は，弥彦，鳥越及び片貝の３つの活動セグメントからな

るとされている（図２）。 

 

１．１ 角田・弥彦断層（図３） 

角田山東麓の巻町稲島付近から弥彦山東麓を経て分水町国上付近に至る

約 14km 間において，主にＮ－Ｓ方向ないしＮＮＥ－ＳＳＷ方向のＬＣ及び

ＬＤリニアメント，一部ＬＢリニアメントが断続的に判読される。 

巻町竹野町西に比較的広く分布するＭⅠ面は，全体的な地形の傾斜方向と

は逆の西方に傾斜しており，傾動している。 

地表地質調査結果によると，矢作丘陵に認められる背斜西翼において，

ＭⅠ面堆積物基底面に鉛直約５ｍの変位を与える逆断層が認められる。 

反射法地震探査結果によると，角田・弥彦断層は下部更新統に 2,000ｍ～

3,000ｍの西あがりの変位を与える西傾斜の逆断層である。 

以上のことから，角田・弥彦断層は，後期更新世以降に活動したと評価

した。 

 

１．２ 気比ノ宮断層（図４） 

中央丘陵東縁の長岡市与板町槇原から同市宮本町三丁目に至る約８km 間

において，ＮＮＥ－ＳＳＷ方向に並走する数条のリニアメントが判読され

る。気比ノ宮断層では，断層の上盤側における段丘面の変形が顕著であり，

地形的に明瞭である。 

地表地質調査結果によると，気比ノ宮断層の断層上盤側では魚沼層上部

層が 60°程度まで上下が逆転する過褶曲変形を示しており，魚沼層堆積以

降の活発な活動が認められる。 

反射法地震探査結果によると，気比ノ宮断層は灰爪層基底以上の地層に，

それぞれ累積的な変位を与え，逆断層変位が地表近くの完新統まで達して

おり，下部更新統に 1,000ｍ～2,000ｍのいずれも西あがりの変位を与える

西傾斜の逆断層である。 

以上のことから，気比ノ宮断層の活動は完新世に及んでいると評価した。 
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１．３ 片貝断層（上富岡断層，親沢断層，片貝断層）（図５） 

上富岡断層，親沢断層，片貝断層が指摘される宝地町から小千谷市桜町

にいたる約16km間においてＮ－Ｓ方向に並走する数条のリニアメントが判

読される。これらの断層では，断層の上盤側における段丘面の変形が顕著

であり，地形的に明瞭である。 

来迎寺から小千谷市時水に至る約 10km 間においては，片貝・真人背斜東

翼部に分布する魚沼層は東西幅 100ｍ～300ｍにわたって東急傾斜を示し，

撓曲構造を形成している。段丘堆積物は魚沼層の構造と調和的に 15°から

最大 40°まで東方に向かって傾斜を増しており，この傾斜は長ドーム状を

呈する段丘面東縁の撓み状の崖あるいは傾斜面に対応している。 

反射法地震探査結果によると，片貝断層中央部に位置する Ka07－P1 測線

においては，地表部の撓曲構造と調和的に Pk 凝灰岩（以下「Pk テフラ」と

いう。）（約 0.85Ｍａ）以下の地層がほぼ平行な撓曲構造を示すことから，

同断層の活動開始時期は約 0.85Ｍａ以降と判断される。 

以上のことから，片貝断層は，後期更新世以降に活動したと評価した。 

 

上記の検討から，３断層は後期更新世以降の活発な活動が確認できるこ

とに加え，地震調査委員会(2004)及び産業技術総合研究所（2015）による

評価も踏まえて，長岡平野西縁断層帯については，これを構成する３断層

の同時活動について考慮するものとし，その長さを約 91km と評価した。 

なお，地震動の影響は敷地に近いほど大きくなるため，より敷地に近い

長岡平野西縁断層帯南部における地震規模と敷地への影響について以下に

検討した。 

 

２．長岡平野西縁断層帯南部の地形，地質・地質構造 

 

２．１ 文献調査 

岸・宮脇（1996）（12）は，前述の断層が分布する東頸城丘陵北部における

鮮新世から中期更新世の示標テフラを時間軸として形成史について検討を

行い，同地域における褶曲は，特定の時期に一斉に形成されたものではな

く，全域的には穏やかな褶曲の中で，激しい変形（褶曲の最盛期）が場所

を変えながら断続的に発生し，その結果として全域が強い変形域に達した

ものであるとしている。また，この意味において，現在，信濃川左岸にお

いて進行している活褶曲は，過去において別の場所で進行した現象の繰り

返しとみなすことができ，これらの褶曲域は互いに重複することなく，褶

曲運動は，鮮新世以降では，その最盛期を西から東へ移動させながら進行

しているようにみえるとしており（図６），現在は信濃川左岸すなわち気比

ノ宮断層及び片貝断層の分布域において活発な活動が行われていると判断

される。 
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２．２ 地形 

気比ノ宮断層に対応するリニアメントと上富岡断層，親沢断層及び片貝

断層に対応するリニアメントの走向はやや異なっているものの，それぞれ

のリニアメントは 1～2km 程度の離隔で平行もしくは雁行して分布する（図

７）。 

気比ノ宮断層の南方走向延長方向には，中位面及び低位面が分布するが

リニアメントは判読されない。 

宮本町三丁目の東方では，幅 4km 程度の区間において主に中位面にリニ

アメントが判読される。このリニアメントは，主に段丘面の変形からなり，

その東縁は片貝断層（上富岡断層）に対応しており，同断層の平均変位速

度は気比ノ宮断層と同程度となっている（図８；測線 Ki7～Se4 間）。 

このことから宮本町三丁目以南においては，後期更新世以降の活動は東

方の片貝断層（上富岡断層）にステップしているものとみなせる。 

 

２．３ 地質構造 

気比ノ宮断層を横断する石油公団による N98－5 測線においては，西傾斜

の逆断層が認められる。断層面の傾斜は，低下側の反射面の不連続から 45°

程度西傾斜と推定される。西山層上限面での鉛直変位量は 1,500ｍ～2,000

ｍ程度であり，鮮新世～前期更新世における活発な活動が確認される（図

９，１０）。 

また，片貝断層中央部に位置する Ka07－P1 測線においては，地表部の撓

曲構造と調和的に Izテフラ層準以上の地層に鉛直変位量が数百 m程度の西

上がりの撓曲構造が認められ，前期更新世以降の活発な活動が確認される

（図９，１１）。 

一方で，気比ノ宮断層の南方延長位置にあたる渋海川向斜から鯖石川向

斜の間においては，地表地質調査結果からも反射法地震探査結果からも Iz

の分布標高はほぼ同程度であり，前期更新世以降の活発な活動は認められ

ず，気比ノ宮断層の活動はその南方延長には及んでいないと判断される（図

１２）。 

 

２．４ 長岡平野西縁断層帯南部において想定する地震規模 

長岡平野西縁断層帯南部の活動に関する評価は，以下の通り。 

① 気比ノ宮及び片貝断層に対応するリニアメントは走向が若干異なるもの

の，いずれも５km 以下の離隔で近接して平行または雁行してランクの高い

リニアメントがほぼ連続的に判読される。 

② 気比ノ宮及び片貝断層境界付近には，類似した変動地形が認められ，平均

変位速度も同程度である。 

③ 気比ノ宮断層南方延長に分布する中位面及び低位面にリニアメントが判

読されない。 
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④ 気比ノ宮断層が鮮新世～前期更新世にかけて非常に活発な活動をしてい

る一方，その南方延長ではその活動が認められない。 

⑤ 片貝断層が前期更新世以降，気比ノ宮断層と同様に活発な活動をしている。 

 

以上のことから，長岡平野西縁断層帯南部の活動は，気比ノ宮断層からその

南方延長ではなく，片貝断層へステップしていると考えられ，両断層の同時活

動を考慮するのが当該地域の最大地震規模と判断される。 

なお，上記評価は，地震調査委員会（2004）および産業技術総合研究所（2015）

による長岡平野西縁断層帯の評価と整合的である。 

 

３．基準地震動への影響評価 

気比ノ宮断層～片貝断層の連動を対象に，陸域の地震の検討用地震の選定に

与える影響を検討した。 

気比ノ宮断層～片貝断層の連動は，現状の検討用地震である長岡平野西縁断

層帯による地震より敷地に与える影響が小さいため，検討用地震として選定さ

れないことを確認した（資料-２）。 

したがって，気比ノ宮断層～片貝断層の連動は，基準地震動の策定に対して

影響しない。 

 

以上 
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註)等高線は国土地理院発行の
　 20万分の1地勢図による。

活断層★

推定活断層★

活断層の疑のあるリニアメント★★

★　「日本活断層図」(1978)，「信越地域活構造図」(1979)，「活構造図－新潟」(1984)，
「[新編]日本の活断層」(1991)及び吉岡・加藤(1987)による。
★★「[新編]日本の活断層」(1991)による。
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註)等高線は国土地理院発行の
　 20万分の1地勢図による。

図１　敷地周辺陸域の文献による
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地震調査委員会 （2004） による長岡平野西縁断層帯

活断層データベースによる長岡平野西縁断層帯の評価

図２　他機関による長岡平野西縁断層帯の評価
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図４　気比ノ宮断層の調査結果
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片貝断層周辺の地質断面図 （２）

反射法地震探査結果
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図５　片貝断層の調査結果
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段丘区分 記号

ＬⅠ  面 (MIS5a～MIS4)

ＭⅡ  面 (MIS5c)

ＭⅠ  面 (MIS5e)

Ｈ  面群 (MIS7)

LⅠ

MⅡ
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H

リニアメント

短線は低い側を，矢印の方向は横ずれの方向を示す。

段丘面上の急傾斜部
矢印の方向は傾斜方向を示す。

ランク

凡　例

LA LB LC

この地図は，国土地理院発行の5万分の１地
形図（柏崎・長岡・出雲崎・三条・岡野町
・小千谷）を使用したものである。

気
　
比
　
ノ
　
宮
　
断
　
層

片
　
貝
　
断
　
層

【気比ノ宮断層主部】
長ドーム形の段丘面上の
撓み状の傾斜面あるいは
低崖，急崖の直線的な連
続からなる。

【気比ノ宮断層南部・片貝断層北部】
段丘面上の波状の変形からなる。

【片貝断層主部】
長ドーム形の段丘面上の
傾斜面，崖，逆向きの低
崖および溝状凹地の連続
からなる。

【気比宮断層南端】

宮本町三丁目以南には，

リニアメントは判読さ

れない。

【片貝断層南端】

桜町以南には，リニアメントは判読されない。 図７　気比ノ宮断層および片貝断層周辺の空中写真判読図
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　(1) のように単一の地形面からなる場合は，変形した

段丘面の頂部から末端までの高度差 (a) を変位量とし，

(2) のようにより新しい地形面と接して，その面も変形

している場合は，b＋cを変位量とした。

　なお，変形した段丘面の末端には，より低位の段丘面

あるいは沖積面が接して分布していることから，ここで

求めた変位速度は，いずれも上盤側における値となる。
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図８　気比ノ宮断層及び片貝断層の平均変位速度分布図
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図 10　気比ノ宮断層周辺の地質構造
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図11　片貝断層周辺の地質構造
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図12(2)　気比ノ宮断層南方延長部周辺の地質構造

凡　　　 例

安田層上部層(MIS5e)

安田層下部層(MIS5e)

大坪層(礫・砂・シルト)

魚沼層(礫・砂・泥互層）

和南津層(砂岩)

灰爪層(砂質泥岩）

西山層(塊状泥岩・砂岩）

椎谷層(砂岩優勢砂岩・泥岩互層）

椎谷層(泥岩優勢砂岩・泥岩互層）

寺泊層(黒色泥岩）

y

Y

Ot

U

W

H

N

S

Sm

T

a 沖積土・盛土

気比ノ宮断層延長部

気比ノ宮断層延長部

気比ノ宮断層延長部

気比ノ宮断層延長部

気比ノ宮断層延長部

1
8


	長岡平野西縁断層帯図面_1129.pdfから挿入したしおり
	1_敷地周辺文献断層
	2_長岡平野西縁断層帯
	3_角田・弥彦
	4_気比ノ宮
	5_片貝
	6_柏崎平野周辺の褶曲場変遷
	7_気比ノ宮-片貝判読図
	8_気比ノ宮・片貝の平均変位速度分布
	9_気比ノ宮-片貝地質図-01
	10_気比ノ宮地質構造図
	11_片貝地質構造図
	12(1)_中央丘陵南部の地質構造-01
	12(2)_中央丘陵南部の地質構造


